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平成２２年３月１８日（第４日）  

開議  １３時００分 

○副議長 日髙 直幸君  

 これから本日の会議を開きます。  

先ず、町長より提出されています議案質疑における答弁の追加について、お手元に配布して

いますのでご確認下さい。  

 これより日程に入ります。  

日程はお手元に配布のとおりです。  

 日程第１ 議案第６号から日程第７ 議案第２６号までの７件を一括して議題とします。  

本案は民生産業委員会に付託していましたので、民生産業委員長の審査報告を求めます。  

 宇田川民生産業委員長。  

○１３番 宇田川  亮君  

（審査報告書 別紙） 

○副議長 日髙 直幸君  

 これから委員長報告に対する質疑を行います。  

議案第６号について質疑ありませんか。  

（「なし」の声あり）  

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。  

次に議案第７号について質疑ありませんか。  

（「なし」の声あり）  

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。  

次に議案第８号について質疑ありませんか。  

（「なし」の声あり）  

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。  

次に議案第９号について質疑ありませんか。  

（「なし」の声あり）  

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。  

次に議案第１０号について質疑ありませんか。  

（「なし」の声あり）  

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。  

次に議案第１１号について質疑ありませんか。  

（「なし」の声あり）  

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。  

次に議案第２６号について質疑ありませんか。  

（「なし」の声あり）  

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。  
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 これから討論を行います。  

議案第６号について討論はありませんか。  

（「なし」の声あり）  

討論なしと認めます。これで討論を終わります。  

次に議案第７号について討論はありませんか。  

（「なし」の声あり）  

討論なしと認めます。これで討論を終わります。  

次に議案第８号について討論はありませんか。  

（「なし」の声あり）  

討論なしと認めます。これで討論を終わります。  

次に議案第９号について討論はありませんか。  

（「なし」の声あり）  

討論なしと認めます。これで討論を終わります。  

次に議案第１０号について討論はありませんか。  

（「なし」の声あり）  

討論なしと認めます。これで討論を終わります。  

次に議案第１１号について討論はありませんか。  

（「なし」の声あり）  

討論なしと認めます。これで討論を終わります。  

次に議案第２６号について討論はありませんか。  

（「なし」の声あり）  

討論なしと認めます。これで討論を終わります。  

 これから採決を行います。  

議案第６号 平成２１年度鞍手町国民健康保険事業特別会計補正予算第５号を採決します。  

本案に対する委員長の報告は可決であります。  

本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は挙手を願います。  

（挙手あり）  

挙手多数です。よって議案第６号は委員長の報告のとおり可決されました。  

次に議案第７号 平成２１年度鞍手町老人保健特別会計補正予算第２号を採決します。  

本案に対する委員長の報告は可決であります。  

本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は挙手を願います。  

（挙手あり）  

挙手多数です。よって議案第７号は委員長の報告のとおり可決されました。  

次に議案第８号 平成２１年度鞍手町後期高齢者医療特別会計補正予算第３号を採決します。 

本案に対する委員長の報告は可決であります。  

本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は挙手を願います。  
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（挙手あり）  

挙手多数です。よって議案第８号は委員長の報告のとおり可決されました。  

次に議案第９号 平成２１年度鞍手町住宅新築資金等特別会計補正予算第１号を採決します。 

本案に対する委員長の報告は可決であります。  

本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は挙手を願います。  

（挙手あり）  

挙手多数です。よって議案第９号は委員長の報告のとおり可決されました。  

次に議案第１０号 平成２１年度鞍手町かんがい施設維持管理運営費特別会計補正予算第３

号を採決します。  

本案に対する委員長の報告は可決であります。  

本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は挙手を願います。  

（挙手あり）  

挙手多数です。よって議案第１０号は委員長の報告のとおり可決されました。  

次に議案第１１号 平成２１年度鞍手町谷山池パイプライン水利施設維持管理運営費特別会

計補正予算第１号を採決します。  

本案に対する委員長の報告は可決であります。  

本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は挙手を願います。  

（挙手あり）  

挙手多数です。よって議案第１１号は委員長の報告のとおり可決されました。  

次に議案第２６号 福岡県介護保険広域連合規約の変更を採決します。  

本案に対する委員長の報告は可決であります。  

本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は挙手を願います。  

（挙手あり）  

挙手多数です。よって議案第２６号は委員長の報告のとおり可決されました。  

 次に進みます。  

日程第８ 平成２１年 議案第９０号から日程第１５ 議案第２５号までの８件を一括して

議題とします。  

本案は総務文教委員会に付託していましたので、総務文教委員長の審査報告を求めます。  

 岡﨑総務文教委員長。  

○６番 岡﨑 邦博君  

（審査報告書 別紙） 

○副議長 日髙 直幸君  

 これから委員長報告に対する質疑を行います。  

平成２１年 議案第９０号について質疑ありませんか。  

（「なし」の声あり）  

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。  
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次に議案第３号について質疑ありませんか。  

（「なし」の声あり）  

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。  

次に議案第４号について質疑ありませんか。  

（「なし」の声あり）  

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。  

次に議案第２７号について質疑ありませんか。  

（「なし」の声あり）  

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。  

次に議案第５号について質疑ありませんか。  

（「なし」の声あり）  

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。  

次に議案第１２号について質疑ありませんか。  

（「なし」の声あり）  

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。  

次に議案第２４号について質疑ありませんか。  

（「なし」の声あり）  

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。  

次に議案第２５号について質疑ありませんか。  

（「なし」の声あり）  

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。  

 これから討論を行います。  

平成２１年 議案第９０号について討論ありませんか。  

 香原議員。 

○２番 香原 暹君  

 私は平成２１年 議案第９０号 鞍手町特別職職員退職手当支給条例の特例を定める条例

に反対する討論を行います。  

 今回の元職員による公金横領事件は、その横領は１２年間に亘り、総額で４億４４０６万

４千円に上ります。その内１億９千万円が穴埋めされていますので、差引町の被害額は２億

５４０６万４千円となります。よくもこうも盗られたものであると感心します。その間全く

と言っていいほど元職員の行動に疑いをもつこともなく、漫然と盗られ続けていたことにつ

いて、改めて町の管理体制の甘さに怒りさえ感じます。  

 勿論、議会もこの事件に関しては、結果として相当の責任があると私は思っているところ

でございますが、これを見逃していた収入役及び会計収納対策課長はもとより、その職員に

対する監督責任を持つ町長並びに副町長の責任も極めて重大であると思います。  

 今回の削減案は、在職中に横領されたことに対する責任の取り方として提案されているの



 5 

でございますが、町長並び副町長の在職中の４年間に横領された額は１億１７７７万円に上

ります。しかもこれらの被害額は穴埋めされず、まるまる損害として残っているわけでござ

います。 

 今回町長の退職手当の辞退額は４３５万７千円であり、率にすると３ .７０％にしかなりま

せん。副委員長でいうと０ .９５％であります。  

 さらに重大な過ちは仕組債購入の問題であります。お二人が在職中に購入した仕組債が、

今まだ５億円残っていますが、これらの直近の評価損額は約１億５千万円に上ります。これ

らのことを考慮に入れますと、その辞退する額がいかに少ないものであるかということが言

えるのではないかと思います。  

 平成２１年 議案第９０号は、町長は４年間で退職手当の３０％、副委員長は１５％返還

するものでありますが、これらの額は少なすぎて、町民は到底容認出来るものではないと思

います。 

 これをもって、公金横領事件の問題が全て解決したものと受け止められることには、甚だ

遺憾の意を表さずにおれません。  

私としましても、このように町民感情として納得出来ないものに賛成するわけにはいきま

せんので、この条例案には反対するものであります。以上です。  

○副議長 日髙 直幸君  

 他に討論はありませんか。  

これで討論を終わります。  

次に議案第３号について討論はありませんか。  

（「なし」の声あり）  

討論なしと認めます。これで討論を終わります。  

次に議案第４号について討論はありませんか。  

（「なし」の声あり）  

討論なしと認めます。これで討論を終わります。  

次に議案第２７号について討論はありませんか。  

（「なし」の声あり）  

討論なしと認めます。これで討論を終わります。  

次に議案第５号について討論はありませんか。  

（「なし」の声あり）  

討論なしと認めます。これで討論を終わります。  

次に議案第１２号について討論はありませんか。  

（「なし」の声あり）  

討論なしと認めます。これで討論を終わります。  

次に議案第２４号について討論はありませんか。  

（「なし」の声あり）  
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討論なしと認めます。これで討論を終わります。  

次に議案第２５号について討論はありませんか。  

（「なし」の声あり）  

討論なしと認めます。これで討論を終わります。  

 これから採決を行います。  

平成２１年 議案第９０号 鞍手町特別職職員退職手当支給条例の特例を定める条例を採決

します。 

本案に対する委員長の報告は可決であります。  

本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は挙手を願います。  

（挙手あり）  

挙手多数です。よって平成２１年 議案第９０号は委員長の報告のとおり可決されました。  

次に議案第３号 鞍手町税条例の一部を改正する条例を採決します。  

本案に対する委員長の報告は可決であります。  

本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は挙手を願います。  

（挙手あり）  

挙手多数です。よって議案第３号は委員長の報告のとおり可決されました。  

次に議案第４号 鞍手町暴力団等追放推進条例の一部を改正する条例を採決します。  

本案に対する委員長の報告は可決であります。  

本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は挙手を願います。  

（挙手あり）  

挙手多数です。よって議案第４号は委員長の報告のとおり可決されました。  

次に議案第２７号 鞍手町一般職の職員の給与等に関する条例等の一部を改正する条例の一

部改正する条例を採決します。  

本案に対する委員長の報告は可決であります。  

本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は挙手を願います。  

（挙手あり）  

挙手多数です。よって議案第２７号は委員長の報告のとおり可決されました。  

次に議案第５号 平成２１年度鞍手町一般会計補正予算第６号を採決します。  

本案に対する委員長の報告は可決であります。  

本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は挙手を願います。  

（挙手あり）  

挙手多数です。よって議案第５号は委員長の報告のとおり可決されました。  

次に議案第１２号 平成２１年度鞍手町水道事業会計補正予算第４号を採決します。  

本案に対する委員長の報告は可決であります。  

本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は挙手を願います。  

（挙手あり）  
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挙手多数です。よって議案第１２号は委員長の報告のとおり可決されました。  

次に議案第２４号 福岡県自治振興組合を組織する地方公共団体の数の増減を採決します。  

本案に対する委員長の報告は可決であります。  

本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は挙手を願います。  

（挙手あり）  

挙手多数です。よって議案第２４号は委員長の報告のとおり可決されました。  

次に議案第２５号 福岡県市町村災害共済基金組合を組織する地方公共団体の数の増減を採

決します。 

本案に対する委員長の報告は可決であります。  

本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は挙手を願います。  

（挙手あり）  

挙手多数です。よって議案第２５号は委員長の報告のとおり可決されました。  

 次に進みます。  

日程第１６ 議案第１３号を議題とします。  

本案は予算特別委員会に付託していましたので、予算特別委員長の審査報告を求めます。  

 岡﨑総務文教委員長。  

○６番 岡﨑 邦博君  

（審査報告書 別紙） 

○副議長 日髙 直幸君  

 これから委員長報告に対する質疑を行います。  

議案第１３号について質疑ありませんか。  

（「なし」の声あり）  

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。  

これから討論を行います。  

議案第１３号について討論ありませんか。  

 宇田川議員。 

○１３番 宇田川  亮君  

 議案第１３号 平成２２年度鞍手町一般会計予算に対し、反対討論を行います。  

２０１０年度の国家予算案は、昨年８月の総選挙で自公政権を退陣させた国民の審判を受け

て編成された予算であることから、生活保護の母子加算復活や高校授業料無償化等、部分的

には前進的な内容が盛り込まれています。  

 しかし後期高齢者医療制度の廃止を何年も先送りにしたことや、無駄を削ると言って事業

仕分けを大々的に実施しながら、軍事費や大企業、大資産家減税等の聖域にはメスを入れず、

これを温存していることから見れば、極めて不十分だと言わざるを得ません。聖域温存の結

果、巨額の国債発行と埋蔵金に依存するその場凌ぎで、先の展望が見えない予算となってい

ます。 
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 こうした中、政府の経済見通しでは、来年度は実質１ .４％と３年ぶりのプラス成長を見込

んでいますが、より生活実感に近い名目成長率は０ .４％に止まり、相変わらずデフレ状態が

続くと予想しています。  

 失業率は５％台の高い水準に止まり、失業の長期化によって失業手当の切れる世帯が増加

するなど、生活の不安は昨年以上に高まって来ています。  

 平成２２年度鞍手町一般会計予算は、骨格予算となっていますが、地方交付税や臨時財政

対策債など、前年度に比べ歳入が増額されることが見込まれます。しかし深刻な不況は回復

せず、会社の経営も悪化したまま、家計収入の減少で町に入る税収も前年度と比較して減額

した予算となっています。  

 町の厳しい財政状況の中、小学校入学前までの医療費無料化の継続や、北中、南中の耐震

補強工事等、歓迎される予算も盛り込まれています。しかしながら家計の所得が減っている

中、高すぎる国保税やゴミ袋料金、保育料等で町民の暮らしは深刻な状況に陥っています。

税の公平性という意味からも、同和関係予算にも本格的にメスを入れるべきです。  

 今後とも町民の暮らしと営業を応援する予算に組み替えていくことを求めて、反対討論を

終わります。 

○副議長 日髙 直幸君  

 他に討論はありませんか。  

これで討論を終わります。  

 これから採決を行います。  

議案第１３号 平成２２年度鞍手町一般会計予算を採決します。  

本案に対する委員長の報告は可決であります。  

本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は挙手を願います。  

（挙手あり）  

挙手多数です。よって議案第１３号は委員長の報告のとおり可決されました。  

 次に進みます。  

日程第１７ 議案第１４号から日程第２４ 議案第２３号までの８件を一括して議題としま

す。 

 本案は民生産業委員会に付託していましたので、民生産業委員長の審査報告を求めます。  

 宇田川民生産業委員長。  

○１３番 宇田川  亮君  

（審査報告書 別紙） 

○副議長 日髙 直幸君  

 これから委員長報告に対する質疑を行います。  

議案第１４号について質疑ありませんか。  

（「なし」の声あり）  

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。  
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次に議案第１５号について質疑ありませんか。  

（「なし」の声あり）  

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。  

次に議案第１６号について質疑ありませんか。  

（「なし」の声あり）  

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。  

次に議案第１７号について質疑ありませんか。  

（「なし」の声あり）  

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。  

次に議案第１９号について質疑ありませんか。  

（「なし」の声あり）  

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。  

次に議案第２０号について質疑ありませんか。  

（「なし」の声あり）  

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。  

次に議案第２２号について質疑ありませんか。  

（「なし」の声あり）  

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。  

次に議案第２３号について質疑ありませんか。  

（「なし」の声あり）  

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。  

 これから討論を行います。  

議案第１４号について討論はありませんか。  

（「なし」の声あり）  

討論なしと認めます。これで討論を終わります。  

次に議案第１５号について討論はありませんか。  

（「なし」の声あり）  

討論なしと認めます。これで討論を終わります。  

次に議案第１６号について討論はありませんか。  

（「なし」の声あり）  

討論なしと認めます。これで討論を終わります。  

次に議案第１７号について討論はありませんか。  

（「なし」の声あり）  

討論なしと認めます。これで討論を終わります。  

次に議案第１９号について討論はありませんか。  

（「なし」の声あり）  
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討論なしと認めます。これで討論を終わります。  

次に議案第２０号について討論はありませんか。  

（「なし」の声あり）  

討論なしと認めます。これで討論を終わります。  

次に議案第２２号について討論はありませんか。  

（「なし」の声あり）  

討論なしと認めます。これで討論を終わります。  

次に議案第２３号について討論はありませんか。  

（「なし」の声あり）  

討論なしと認めます。これで討論を終わります。  

 これから採決を行います。  

議案第１４号 平成２２年度鞍手町国民健康保険事業特別会計予算を採決します。  

本案に対する委員長の報告は可決であります。  

本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は挙手を願います。  

（挙手あり）  

挙手多数です。よって議案第１４号は委員長の報告のとおり可決されました。  

次に議案第１５号 平成２２年度鞍手町老人保健特別会計予算を採決します。  

本案に対する委員長の報告は可決であります。  

本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は挙手を願います。  

（挙手あり）  

挙手多数です。よって議案第１５号は委員長の報告のとおり可決されました。  

次に議案第１６号 平成２２年度鞍手町後期高齢者医療特別会計予算を採決します。 

本案に対する委員長の報告は可決であります。  

本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は挙手を願います。  

（挙手あり）  

挙手多数です。よって議案第１６号は委員長の報告のとおり可決されました。  

次に議案第１７号 平成２２年度鞍手町住宅新築資金等特別会計予算を採決します。  

本案に対する委員長の報告は可決であります。  

本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は挙手を願います。  

（挙手あり）  

挙手多数です。よって議案第１７号は委員長の報告のとおり可決されました。  

次に議案第１９号 平成２２年度鞍手町かんがい施設維持管理運営費特別会計予算を採決し

ます。 

本案に対する委員長の報告は可決であります。  

本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は挙手を願います。  

（挙手あり）  
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挙手多数です。よって議案第１９号は委員長の報告のとおり可決されました。  

次に議案第２０号 平成２２年度鞍手町谷山池パイプライン水利施設維持管理運営費特別会

計予算を採決します。  

本案に対する委員長の報告は可決であります。  

本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は挙手を願います。  

（挙手あり）  

挙手多数です。よって議案第２０号は委員長の報告のとおり可決されました。  

次に議案第２２号 平成２２年度鞍手町病院事業会計予算を採決します。  

本案に対する委員長の報告は可決であります。  

本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は挙手を願います。  

（挙手あり）  

挙手多数です。よって議案第２２号は委員長の報告のとおり可決されました。  

次に議案第２３号 平成２２年度鞍手町介護老人保健施設事業会計予算を採決します。  

本案に対する委員長の報告は可決であります。  

本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は挙手を願います。  

（挙手あり） 

挙手多数です。よって議案第２３号は委員長の報告のとおり可決されました。  

 次に進みます。  

日程第２５ 議案第１８号及び日程第２６ 議案第２１号の２件を一括して議題とします。  

本案は総務文教委員会に付託していましたので、総務文教委員長の審査報告を求めます。  

 岡﨑総務文教委員長。  

○６番 岡﨑 邦博君  

（審査報告書 別紙） 

○副議長 日髙 直幸君  

 これから委員長報告に対する質疑を行います。  

議案第１８号について質疑ありませんか。  

（「なし」の声あり）  

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。  

次に議案第２１号について質疑ありませんか。  

（「なし」の声あり）  

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。  

 これから討論を行います。  

議案第１８号について討論ありませんか。  

（「なし」の声あり）  

討論なしと認めます。これで討論を終わります。  

次に議案第２１号について討論ありませんか。  
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（「なし」の声あり）  

討論なしと認めます。これで討論を終わります。  

 これから採決を行います。  

議案第１８号 平成２２年度鞍手町流域関連公共下水道事業特別会計予算を採決します。  

本案に対する委員長の報告は可決であります。  

本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は挙手を願います。  

（挙手あり）  

挙手多数です。よって議案第１８号は委員長の報告のとおり可決されました。  

次に議案第２１号 平成２２年度鞍手町水道事業会計予算を採決します。  

本案に対する委員長の報告は可決であります。  

本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は挙手を願います。  

（挙手あり）  

挙手多数です。よって議案第２１号は委員長の報告のとおり可決されました。  

 次に進みます。  

日程第２７ 議案第２８号を議題とします。  

 提出者を代表して岡﨑邦博君に趣旨説明をお願いします。  

 岡﨑邦博君。 

○６番 岡﨑 邦博君  

（趣旨説明書 別紙） 

○副議長 日髙 直幸君  

 お諮りします。  

議案第２８号は質疑討論を省略して直ちに採決に入りたいと思います。これにご異議ありま

せんか。 

（「異議なし」の声あり）  

ご異議なしと認めます。よって議案第２８号は質疑討論を省略します。  

 これから採決を行います。  

議案第２８号 県政・県町村会汚職事件の徹底解明及び再発防止のための政治倫理条例制定

を求める意見書を採決します。  

 本案は原案とおり可決することに賛成の方は挙手を願います。  

（挙手あり） 

挙手多数です。よって議案第２８号は原案のとおり可決されました。  

 次に進みます。  

日程第２８ 請願第１号を議題とします。  

本請願は民生産業委員会に付託していましたので、民生産業委員長の審査報告を求めます。  

 宇田川民生産業委員長。  

○１３番 宇田川  亮君  
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（審査報告書 別紙） 

○副議長 日髙 直幸君  

 これから委員長報告に対する質疑を行います。  

請願第１号について質疑ありませんか。  

（「なし」の声あり）  

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。  

 これから討論を行います。  

請願第１号について討論ありませんか。  

（「なし」の声あり）  

討論なしと認めます。これで討論を終わります。  

 これから採決を行います。  

請願第１号 町道認定に関する請願を採決します。  

本案に対する委員長の報告は採択であります。  

本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は挙手を願います。  

（挙手あり）  

挙手多数です。よって請願第１号は委員長の報告のとおり採択されました。  

 次に日程第２９ 閉会中の継続事件を議題とします。  

各委員長から目下審査する事件について、会議規則第７４条の規定に基づきお手元に配布し

ていましたとおり、閉会中の継続審査の申し出があっています。  

 お諮りします。  

各委員長の申し出のとおり、継続審査することにご異議ありませんか。  

（「異議なし」の声あり）  

ご異議なしと認めます。よって委員長の申し出のとおり継続審査することに決定しました。  

 これをもって本日の日程は全部終了しました。  

これをもって平成２２年第１回定例会を閉会します。  

 

 

閉会  １３時４５分 
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